
⼤阪ガス株式会社（近畿圏部・⼤阪ガス
クッキングスクール） (⼤阪府) 活動期間 10年

農林水産大臣賞教育関係者･事業者部門
《食品製造・販売者等》

｢和⾷だし」「地産地消」などをテーマに、地域がつながり共創する
体験重視の総合的な⾷育活動の推進
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第12回セミナー
「⼦どもたちの⼼と体の発達のための⾷」

⾷を取り巻く環境変化や⼦供たちの⾷⽣活の改
善に貢献するため、和⾷のユネスコ世界遺産登
録を契機に、「和⾷だし」による健康的で豊か
な⾷⽂化の次世代への継承を狙い、地域に密着
した新たな体験型・出張型プログラムとして
2017年度に開設しました。
⼩学校の出張講座では、参加した⼦供たちから
「家の⼈においしいみそ汁を作ってあげたい」
などの声が寄せられ、和⾷への理解や家庭での
⾷やコミュニケーションにも役⽴っています。
また、協⼒頂く地元⼤学⽣の⾷育・調理実習の
機会になると共に、⾏政や各種団体と連携した
地産地消クッキングに展開するなど、地域とつ
ながる活動として更に進化を続けています。

「『いただきます』で育もう」をスローガン
に⾷育活動を⾏っています。学校・保育関係
者等を対象とした「⾷育セミナー」、「⾷育
研究会」の開催、⼩学校向け教材「⾷育
BOOK」の作成・配布のほか、関⻄のだし⽂
化を学ぶ「和⾷だし体験講座」をはじめ、
「地産地消」や「⾷と健康」をテーマに地域
の⼤学や⾃治体等と連携した料理講習会など
を幅広く展開しています。

『いただきます』で育もう ⾷を取り巻く環境の変化などに
対応した取組、新⾷育プログラム
「和⾷だし体験講座」の開設

学校、教育委員会、⾃治体、企業、団体、
病院などと連携し、⾷育を通じた社会貢献、
地域共創に取り組んでいます。
教育・保育関係者向けメルマガの発⾏、体
験講座リーフレットの配布やセミナーの開
催。また、各種メディアでの活動紹介など
情報発信も積極的に⾏っています。

多彩な連携先と積極的な情報発信

地域の皆さまと共に“よりよ
い未来”を⽬指して次世代育
成など社会貢献活動を進め
ています。その中で「⾷」
の⼤事さ、影響⼒の⼤きさ
を実感しています。
今回の受賞を励みに、より⼀層、地域と
連携した⾷育活動を進めていきたいと考
えております。

⼤阪ガス株式会社 地域共創部⾨
理事 近畿圏部⻑ 本多 ⽂雄

⼩学校出張講座
だしの取り⽅実習

親⼦で和⾷だし
の味覚体験

和⾷だし体験講座 ⾷育BOOK表紙



⽣活協同組合パルシステム茨城
(茨城県) 活動期間 14年

⼦供たちに⾷べることの楽しさや⼤切さを伝え、⼼⾝ともに健やかな成⻑
をお⼿伝いする⾷育活動

消費･安全局長賞教育関係者･事業者部門
《食品製造・販売者等》

パネルシアター
「おいしいお⽶が
できるまで」
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４つのお⽫
「朝ごはんの
献⽴づくり」

幼児期から「⾷」への関⼼を⾼めるため、五
感を使って体験できる教材を活⽤した出前授
業を通じて、⾷べる事の楽しみやバランスよ
く⾷べることの⼤切さを伝え、⾷への感謝の
気持ちを育んでいます。講師は、⾷育に興味
のある組合員を募ってプロジェクトを⽴ち上
げ、メンバーのアイデアで新しい教材を制作
しバリエーションを増やしています。

もぐもぐキャラバンによる出前授業
農産物の成⻑過程を知り、収穫までの体験を
通して⾷べ物への感謝の気持ちを育む取組で
す。毎年、参加者のアンケート等を基に栽培
品⽬などを決めています。環境保全型農業に
おける⽣物多様性を「⽣き物観察」で実感し、
農産物の育ち⽅、旬を知り、成⻑過程に直接
かかわることで野菜嫌いを克服できるケース
もあります。

親⼦農作業体験学校

家庭科を学習する前の⼦供たちが、お⽶をと
ぎ、出汁をとって⼀汁⼆菜の朝ごはんをつく
る「⼦ども料理教室」は、⾃分でつくること
で「⾷」への関⼼を⾼め、朝ごはんの⼤切さ
も伝えています。

⼀汁⼆菜の朝ごはん教室

⼦ども料理教室

⽥んぼの⽣き物観察

⼦供から⼤⼈まで、
家族みんなで「⾷」
について考えるきっ
かけを提供してきま
した。今回の受賞を
励みに、これからも
より多くの⼈たちに
「⾷」の⼤切さを伝
えられるよう、⼯夫
を凝らして取り組ん
でまいります。

⽣活協同組合パルシステム茨城
理事⻑ ⽯川 ⼸⼦



消費･安全局長賞

(東京都) 活動期間 7年

味覚の授業、味覚の⾷卓、味覚のアトリエの3本柱で構成された「味覚の⼀週間」

教育関係者･事業者部門
《食品製造・販売者等》
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「味覚の授業」テキスト

調査結果報告書

BENTOコンクール
実技審査

Club Japon du Gout

「味覚の⼀週間」は、料理⼈、パティシエ、
⽣産者がボランティアで学校を訪れ、五味
（塩味・酸味、苦味、⽢味、うま味）を教え
る「味覚の授業」を⾏っています。⼀般の⽅
も参加可能な「味覚のアトリエ」は、料理教
室、味にまつわる各種のイベントです。「味
覚の⾷卓」は、レストラン・料理店で五味が
バランスよく⾷べられるメニューを提供し、
レシピ配布などの味覚の多様性を体験しても
らうことを提案しています。

五感を使って味わい、⾷べる「味覚の授業」
世界から応募がある「インターナショナル
BENTOコンクール」は、豊かな⾷⽂化を共
有 し 、 相 互 理 解 に 繋 が り ま す 。 「 Club
Japon du Gout（⾷のクラブ）」は、⾷に関
する問題について専⾨家が討論し、各⽅⾯に
提⾔を⾏う取組で、第⼀回⽬となる2016年
は「朝⾷摂取の意義、効果について」のディ
スカッションが⾏われました。

おいしく⾷べて健やかに

福岡⼥⼦⼤学と連携して、五味・五感の知識
と態度、⾏動変化、授業の感想を調査対象と
した「味覚の授業」の効果を把握する検証を
実施しました。「味覚の授業」は児童の⾷知
識や態度、⾷⾏動を向上させ、実施校の教育
等に役⽴ち、受講後の満⾜度が⾼いという結
果を得ることができました。

⼤学と連携して「味覚の授業」の効果を検証

「味覚の⼀週間」 実⾏委員会®

⼤⼈と同じ数の味蕾と
なる9歳、10歳の⼦供
たちに、味の気づきを
してもらうことが「味
覚 の 授 業 」 。 五 感 を
使って多様な味を知る
ことで、⾷⽣活が豊か
になります。それは、
健康にも繋がり、⽂化
の多様性を認めることにもなるのではな
いでしょうか？

「味覚の⼀週間」 実⾏委員⻑
瀬古 篤⼦

®

み らい



佐伯市⾷育推進会議 (⼤分県) 活動期間 12年

農林水産大臣賞教育関係者･事業者部門
《地方公共団体》

まちをあげて全⽅位から⾷育を推進していく
ために「⾷のまちづくり条例」を制定。市域
全域が過疎地域に指定されている九州最⼤の
⽥舎町で、緑豊かで⼭海の幸に恵まれた地域
の特⾊を⾒つめ直し、地域の強みである
「⾷」を通じた⼈材育成と地域振興に取組ん
でいます。

「⾷育は⼀部のマニアがやっているだけ」と
いう市⺠からの声を受け、啓発事業（CATV
番組の創設、ブログやホームページの更新
等）を充実させています。また、⾃主的な⾷
育活動への⾏政の⽀援がほしいとの声を受け、
「さいき⾷のまちづくり推進活動補助⾦」の
助成事業も創設しました。取組やイベントが
⼀過性で終わらぬよう、⾝の丈に合った規模
と予算で実践しています。

九州最⼤の過疎のまちが挑む！ 〜⼼の⾷育で⼈づくりと地域づくりを〜

｢さいき⾷のまちづくり」の
ロゴマーク
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佐伯市⾷育推進会議

これから⼀⼈暮らしをはじめる⾼校⽣に料理の基
本を伝授。故郷のぬくもりをお腹と脳裏に刻む。

CATV
「佐伯ナチュラルFood(⾵⼟)
クッキング」収録⾵景

⾷育リーダー
研修会

⼈づくりも地域づくりも⾷育から 市⺠全員で実践する⾷育

活動初期には、⼦供たちやその保護者世代を
中⼼に啓発活動を⾏ってきましたが、⾼校や
⼤学でその学びが途切れてしまうケースが多
い事実に直⾯し、若者世代への実践活動を構
築しました。進学や就学で町を離れてしまう
若者をターゲットに、「巣⽴つ君たちへの⾃
炊塾」を開催し、健康づくりや地産地消だけ
ではない、家族との絆や地域との繋がり、故
郷を思う気持ちも育む、息の⻑い学びも根付
かせてきました。

巣⽴つ君たちへの⾃炊塾

今回は誠にありがとうございます。委員の
誰かが退任しても、年⽼いてこの世を去っ
ても、数百年たった後も、⼼の⾷育が永遠
に続くことを願っています。今後も⾷育活
動を⼈づくりや地域づくりに繋ぎ続けたい
と思います。

佐伯市⾷育推進会議 委員⼀同



奈良市⾷育推進会議

「地域で活動している団体同⼠が互いの活動
を知らないために団体同⼠の連携が進まな
い」という課題解決のため、平成26年６⽉
からメールによる地域の取組情報発信を、平
成27年2⽉にはボランティア団体等交流会を
開催しました。平成27年4⽉から、団体同⼠
の情報共有や情報発信を通じた連携・協働を
進めるために「⾷育つながるネット事業」を
開始。現在、47団体（平成29年11⽉末）が
参加しています。

消費･安全局長賞

(奈良県) 活動期間 3年

地域で活動している団体同⼠の連携・協働を進める、⾷育つながるネット事業

教育関係者･事業者部門
《地方公共団体》
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奈良市⾷育つながるネットウェブサイト

⾷育フェスタ2017 ⾷育体験コーナー

⾷育つながるネット参加団体によるコラムの例

地域活動団体の取組の⾒える化推進
様々な団体・組織の連携や協働を進めてきた
ことで、組織の担当者が変わっても取組が継
続できる体制作りに貢献しました。この連
携・協働により、これまでアプローチできて
いなかった市⺠にアプローチする機会が増え、
地域での取組を多く⽣み出すことができまし
た。
また、市⺠だよりに掲載する⾷育コラムを各
団体に作成してもらうことにより、団体の活
動を市⺠に広く周知することが可能になり、
ネットワーク参加のメリットを⽰すこともで
きました。
ネットワーク参加のための広報活動予算をか
けないという視点からも効果を得ています。

まちづくりの視点から

「⾷育ネット」への参加時に、それぞれの団
体でできること、協⼒を求めたいことをあら
かじめあげてもらい、それを⾒える化したこ
とで連携を進める上でのヒントを参加団体で
共有することができました。地域の⾷育ネッ
トワークの基盤づくりに役⽴ったたけでなく、
連携が進んだことで限られた予算・⼈材・資
源を有効に使いながら各団体の強みや特性を
活かした幅広い取組が⽣まれました。

連携促進で、より幅広い取組に

1300年前から代々受け継がれてきた奈良
の⾷⽂化があります。奈良の歴史を礎に
して、私たちの構築した「⾷育つながる
ネット」に⽣産者と消費者が集結し、協
働して、奈良の⾷やまちの魅⼒を世界に
発信します。

奈良市⻑ 仲川 げん



福崎町⾷育推進委員会

消費･安全局長賞

(兵庫県) 活動期間 34年

いきいきと健康で明るい⼈とまちづくり
〜地産地消の推進・⾷⽂化の継承・特産もち⻨の利活⽤〜

教育関係者･事業者部門
《地方公共団体》
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⾷育推進計画／⾷育指針

ダイエットレシ
ピ本、もち⻨観
光マップ、ガイ
ドブックなど

町の特産品であるもち⻨の４⽂字を頭⽂字に
した⾷育スローガン（「も」う⼀度⾒直そう、
「ち」いきの⾷材、「む」かしの⾷事、
「ぎ」っしりつまった栄養素）を定め、⾷育
推進基本計画を⾝近に感じてもらえるように
しました。特産品のもち⻨の優れた機能性を
PRすると共に、地産地消を⼼がけ、もち⻨
を学校給⾷に取り⼊れる等、町⺠の健康増進
と医療費削減を⽬指しています。

町の特産品を⾷育推進の中⼼に
昭和60年代からもち⻨を栽培している産地
として、もち⻨を単に消費するだけではなく、
学校給⾷への提供、⼩学校の総合学習や中学
校の家庭科の授業に取り⼊れるといった独⾃
の取組により、⾷農教育・⾷⽂化の継承のシ
ンボル⾷材としても位置づけています。また、
連携⼤学、⾷育推進委員会、もち⻨産地振興
協議会の連携により、ダイエットレシピ本の
作成、もち⻨観光マップ（グルメガイド・ガ
イドブック）作成等の地⽅創⽣事業に取り組
み、地域おこし事業も展開しています。

もち⻨で地⽅創⽣

平成24年度から、⼤学2校（神⼾医療福祉⼤
学・兵庫県⽴⼤学）と連携し⾷育活動（学童
期運動⾷育教室、学童期肥満予防教室など）
を実施。また、教授陣を講師に迎えたもち⻨
フォーラム、⼤学⽣による出前授業、レシピ
コンテスト、⾷育フェアを開催するなど、⼤
学との連携強化により⾷育活動をさらに進め
ています。

産学連携による⾷育活動の展開

⻑年取り組んでいる⾷育関連事業が評価
され、尽⼒いただいた関係者へ感謝申し
あげます。今後も、地域で育まれた⾷⽂
化を次世代へ伝承し、特産もち⻨を活⽤
した健康づくりなど、福崎の特性を踏ま
えた⾷育を推進します。

福崎町⾷育推進委員⻑
後藤 幸男

料理教室
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消費者⾏政・⾷育課
〒100-8950 千代⽥区霞が関1-2-1 
TEL.03-3502-8111（代） FAX.03-6744-1974
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